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I試験の目的

八ケ獄山麓地方に行はれる水掛採草地に於ては、年2図の採草が可能であb共の産事量は非襟i託

地の2傍に建すると報告せられてゐるu 然し乍ら戎章にも越ぷる様に車種は牧草として不諸蛍のも

のが過半を占有してゐる。之が草種の改良が関b得るならば共の利用債値は著しく増大せちれる所

である。然し乍ら原野草種の改良を闘る事は極めて至難の事とせられてゐるo 即ち中川庄司氏、三

井計夫、佐藤枝之雨氏等に依って原野に牧草種子を人工播種する試が行はれたが植生を媛へる迄の

結果に議室クてゐたい。亦大迫元雄氏に依って紹介せられた所に依れば泰西に於ける諸家の結果も亦

殆んど不成功に態。てゐるが、滋潤地或はj蓋j阪の結果は相笛の成績を得たと報告せられてゐるo

斯様に野草地の享種改良が困難なる理由と仁て考へられる事は、気候的、立地的に趨底せる指標

槌物としての在来車種に鹿倒されるが~であうて、此等野草の輝除、園地の耕転、施肥等を行へば

可能なりとするも此は経済的、労力的に問題であらうと考へられるo然し乍ら、漁地或は濯概の結

果は可能性があるわけで、あり、偶々信州諏訪地方の濯説草地に於て明治40年以降長野種馬所より閣

布種馬が沃遺せらる L様になってから共の飼料として職滋せられた牧草の種子が撒布せられ禾木科

室科牧草に依り在来車種が漸次感倒せらる L貰えたに徴しでも、水掛採草地に牧草種子の人工播種は

可能性ありと認められる。

以上の観鮪より水掛採草地に優良牧草種子の人工播種を行ひ之が草種の改良を園り、併せて冬季

擢i既期間の長短(泣噛開始期の早還に依る)の影響をも試験したものである。

I試験地

i. 位置蛇面積

山梨県議北E摩郡篠尾村大字上笹尾宇中深津に在り面積0.52ヘクグ戸ルであるo

ii.地 況

本試験地は八ヶ岳山麓前記位置に位し、同郡小淵津村八ヶ岳地!刊に水源を設する小深津を西に、

北獲に蘇道を以て劃し、西南に凡 200 内外の傾斜を以って面してゐる。基岩梢Jそ露出する箇所ある

も離して地味は軽霧にして深い。 "

d 



2 

車 牧草種子播種前に於ける成績

i. 濯 j既方法

港j既水は醤採草地西方を流る L小深津の水流を北方凡 150mの上流より引用水路に依り取入港取

するものであって、採草地上側tz:!F.水路、間面に濯水講を設け園地金商に濯蹴出凍る様矯L、之が

濯j既期間は例年11月上旬よb翌年5月下旬迄、法語若水が水田利用期以外の時期に於て間断たく之を

行ってゐたものである。

ii.産草量及槌相 t

慣行せられた採草時期は春秋2回之を符ひ、春季はj産水停止後の6月上旬比、秋季は 8月干・旬?で}

あって、本調査に於ては標準地5ケ慮を選定し春季は昭和11年6月5日、秋季は同年8月22日夫々

刈取を行ひ、生草重量を秤量測定併せて植相の概況に付き調査した結果は第1表の遁りである。

(但u標準地は主水路上流に近きものより I統直E競直としたため V披直は主水路下流に位する〉
第1表 慶草量と草生頻度

I I ‘ IV標準地ヲl 草 生 頗 度(%)
標準地!探草時期|産 草 量 Il.ooトセル|レッドー lカモヂ|エノヨロ|キシ I _ _ ._~ Iマダイ | 
| ヘ | 貫 |霊草防 | グロパ四| グサ| グサ|ェノヨロ|ヨモギ'"~ ; 17)其他
春 146.400 2.17 30 10 4 50 6 

秩 61.750 1.19 10 60 10 5 ]5 

年計 208.150 1.74 
J 

E 春
149.850 2.22 15 / 10 70 5 

秋 53.830 1.04 20 30 20 5 8 17 

年計 203.680 1.守1

直
春 129.750 1.93 20 20 5 50 5 . 
帯え 50.920 0.98 25 35 25 8 4 8 

年計 ]80.670 1.51 

108.600 1.61 10 35 20 25 10 

60.610 1.17 15 35 10 7 33 

年計 169.210 1.42 

V 
春 67.400 1.00 10 50 20 5 ]5 

秩 5.1.970 1.00 15 40 20 5 20 

年計 119.370 1.00 

平均 春 120.4.0土11.36 標準偏差 33.68土8.0生

。 幸え 55.82土1.69 ~ 5.02::!:1.20 

4少 年計 176.22::!:12.0J ~ 35.62:!:8.49 

iii.考察

以上の調査成績に見られる事は、春季産車重は秋季産草量よb著しく多く、港紙の効果は春季拡 l

鱗著であると言へる。然し乍ら春季産草量は各標準地期比相嘗φ懸隔がある。此の持はー慮立地の

相異の如く考へられる所であるが、立地は各標準地共、土質、土壌深度、結合度等同一欣態のもの

と認められるのであって、之は一つに港紙水の不均等なる闘面への流入と之に基く車種の差異に依
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るもの左考へられる。即ちi接j既水は前越の引用水路に依り蛍試験地へ取入港慨するものであって、

蛍引用水路には漏水ケ鹿あり濯減水に不足を燕し、取入口よ D漸次遠方となるに従って濯慨が充分

行はれす=就中v標準地の如きは冬季開屡々i謹減水の枯渇に依り凍上し禿地化せるケ所も見られるの

で之が産草量の少ない原因と見られる。反霊まに取入口近く濯i既の充分行はれた標準地は産草量が多

いので、潜水管理に意を注守事が肝要で、あると思はれた。

春季に増牧が見られた標準地に於ては、それだけ地力の消耗があったにも拘ら宇秋季産草量は各

標準地問共略々同等程度のものである事は、漉減効果の誰左であると共に立地が同一玖態のもので

ある鐙左とも言h る。

ヨえに草種に付いて見るに春季は好漁性野革、就中 1'"目標準地の過半はマダイワウ (Rumex.Daiw 

00. Maldno.)が占有繁殖し、従って共の援軍の牧草としての利用慣は極めて低いものである。 即ち

本種は好漁性多年生大型車本で共の質極めて竪剛にして重量犬なるものである。マダイワウの如き

不良寧種が濯j既草地に容易に移行し易き事賢は蛍採草地挫八ヶ岳山麓地方の賛歌にも見られる所で

a!>!>、好漁性草種が新に濯瓶草地として設けたる鹿に於ては、置換的に繁殖する鮪に付いては村井

三郎氏の報告に依つでも明なる所である。(但し普通には好漁陸草種は飼草として遁する)斯様に

濯概草地に於て不良事種の培養を行っておる現赦では、産草量の増加が漉慨に依って園れても資質

的には何等寄興する所はないと思ふ。即ち草種の改良を計って然る後漉i慨に依る増牧方法を識す=る

必要のEうる所である。

IV 牧草種子の播種
以上の考察よりしても水掛採草地の草種の改良を計る必要のある事・が痛感せられる所でSうって、

裁に牧草種子の播種試験を行った結果は以下述ぷる如くである。

i. 試験地の直劃

試験地は之を 6匿に分ち、釘象直として非漉水直を設けた。各直共約4ア同ルを播種地とした唖

ii.播種用種子

揺種用牧草種子はオ戸チヤ戸ド@グラス(和名かもがや皐名 Dactylis glome弘ta.L)を選定した@

鯨ち本種は春季の結資比較的早く生育旺盛で一旦所を得れぼ極めて繁殖力が盛であれ旦つ飼料φ

としても油蛍のものである。之が種子は甲府市伊勢町山梨園翠商曾より購入した。

種

播種量、反蛍10ポンドの割合を以て播種したので普通には単調播種としても 360匁"'"600匁であ

るから、約2傍に相賞する骨

岡商に撒搭し、覆土を行はす君。

j陵方法

1年 8 月 22 日秋季採草を施行し、上記の如く、岡商に撒播し濯翫を始めるに蛍って、"~H用水



悼 一一一一一一--rF

路。火壊歯所は麓競土問れ悲し、且"9:水路金般拡亙・9流Jkし易き嫌にL、試験地土側地

始拐を異にする所の盟替の漉翫芳訟を執ったo • 

第1園，、本掛採草地濯j既賛況 (16;12.2.f)

第2表潅 i既方法

1寵 水 方 法 備 考

N 璽 I 11)3 1日よむ翌年5)3末日迄開簡なく濯水 主水路取入ロより 1--直耽とす

与

4 . ， 

， (、3 

司

面&' I 1)31日より其年5月末日迄関騒なく龍水

Y I 濯水を行はず関象固とす 擢水恒との境には土披を築き棚氷の渇 i 
潤を防止せa め t叫

V 播種後の成績

繊の如〈オ戸チヤ戸 M ラスを揺種し、夫々に柳生る各試験直の共後の推移は、昭和山

年迄春秋雨季tc於て、共の産草量及植相(出現草種の頻度概況)に依って調査したe共の推移は第三

8表及第4衰の謡bであるが、昭和12年秋季は都合に依り欠調と怠った事は遺憾で、ある。以下之が三

産草と植相の推移民付き考察L長いと思ふ串

i. 植 相

オ F チヤ軍司ド@グラス播種前に於砂る植相は第1表に示した通りであって、

物として、現地の気候的、土地的及生物的諸因子の総和を指示してゐる所の環境に趨臆せる植物せ;

鈍から、之にトチヤイ@夕方スを臨し之等の環境遁臆車種を腕する事が出来るか~
:三
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は、信升i諏訪地方の賓紋よb推察L可能性ありとは信やるもの L疑しい所であった。殊拡7 ダイワ

汐の如費好話毒性の強靭怠る草種のため生育出来得t:r.いのではないだらうかと忠はれたが、三播種後擢

水区は其の繁殖極めて旺盛である。而して釘象直たる非濯水直に於ては共の頻度は著しぐ低い。搭

種翌年の昭和12年春季に於ける各区のオ戸チヤ四ド@グラスの出現頻度は、之が播種に依って出現

した所の頻度でbって、之は愛芽歩合と見倣す:事が出来令ると息ふ。之に依れば播種々子の議芽は漉

水区は非瀧水匿のそれに比し良好である。斯様に濯獣医の良好であると言ふ黙は、濯i医院依って麓
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守凧

守:チ
子@翌愛芽金促進せられ生宵が助長きれたもわ&恩院ねる。之に:Jit非濯水直である.暫障はr一般車
，慌様の醸境に在る矯播種種子の穣芽除嘗然在来野草の裂芽乃量蔚芽時期tl;:.軍P殻芽するため在主義

4 草Kl1Jま倒され肉親頻度の低かった原因であらうと思はれる。播種翌々年即ち昭和18年春季以降臨

:概直球念漣庇共の出現頻度を高めた。之に付いて見ても濯概直に於では播種草C根系稜建が顕著?

， .1>，担、在燕箪麓を埋ま関するものと言へる。.播;種翌年比於ける出現頻度は播種に依って移行せち恥光雲

ものであ認が、共の翌春よ bは在来掌種との争闘に依り自然繁殖した所の頻度で、あっ!て、、オ同勢""パ

戸ド@グラスは置換的に優占種となり得たと言へる。而Lて昭和14年以降に於ては漉水直は審秋雨!

季共共の出現頻度比嬰化少訟い所を見れぽ、之が頻度は鍍殖の極と見る事が出来る。之に反しOF濯1

水直では播種翌年比10%，、昭和]3年院4'()%、共後i宅金く襲イヒのたい所を見れぽ此の40%，附近が非濯i
7k置に於ける極と見徹される。斯様に濯水直と非濯水直とでは播種革であるオ F チヤ F ド@グラス誌

の出現頻度:tz:相具を認め濯水が極めて効果的のものである事が首肯せらるe 濯水区秋季頻度を見るヨ

に春季刈取後は普通地同様の環境に在りたるにも拘らすすド濯水m.:より造に高い。秋季は春季とは美子

の事境に相建があるため在来事種が繁殖するのが蛍然であるが、オ戸田チヤ戸ド@グラスの根系の褒;

建は野草との根系の競合.tz:於てもそれだけ占有繁殖し、秋季に於ても優占麓となっており、非濯水L

-i{と土七ぶれぽ格段の差異ある事が判る。然し乍ら非漉水置に於てもオ戸チヤ戸ド@グラスは繁殖し

数が減少して来るのは賞1&であって、之が推移は第8衰の如くである白斯様にオ戸チヤ同ド@グラ

スの占有頻度と出現草種との間Kは反比例的の関係が見られる。 RPち春季に於て濯水直に在りでは

播種翌々年から野草の数は牛数以下企怠った。非漉水区民於ても春季は野草の出現数は減巴たがオ

F チヤ戸ド@グラスの頻度・10%内外で重うるから‘漉水直とは比較に君主ら2まい。秋季に於ても之が頻度

院は大差は主主いが在来草種数は濯水直より著しく多く、累年増の傾向にあり播種革が野草に駆逐さ

れる結果とも言へる。普通草地に牧草の人工播種を行ひ草地の改良を行ふとする試が曾って成功し

得怠いのも之が在来事種との争闘に敗れる結果である事が判る。

在来草種の内レッド@クl:t-パ戸 (T.pratense. f. sativa)は各年春秋陀瓦T>>1現しており恰も混

播飲態に見られる。オト;種の如き宣科牧草に依って地中に蓄積せられた窒素を禾本科牧草であるオ戸

チヤ回ド@グラスが之を利用しておるものと思はれる。

閣に ~orrison 氏はチモシ Fは宣科植物と混搭せられる時は単播の時より 40%，増牧し蛋白質は 14--

45%増加したと報告してゐる。

ii. 産草量

以上の如く瀧水直に於ては播種革に依り草生の改良が闘れたのであるが、共の産草量の推移に付:

き調査した結果は第4表の通りであって、濯水EZ拡例外tr.く非濯水直より多牧で護うる。斯様に草生

む改良が園れ且つ産車量多き事は草地の利用債を極度比高めたと言ぴ得る。

斯様に草種の改良と併せ瀧;zJ(Jil互に在bて拡累年共の産事量が非濯7k1i底よ b多き理由は確に漉j障の

効果ピ依るものではあるが.之が要因に付き筆者の見解と併せ考察せられた黙を述べれば以下の遇



J奇襲

(1)草生の生長{足準に及ぼす水の効果

71<の分子式は H20で、あって純粋の水には植物の肥料成分は含有されてぬない3 然し乍ら植物が

饗養分を吸牧する場合には水に溶解した形に於て行ふものであって、有機4 無機の岡移物を共の憧

吸牧ずるものでは訟い。而し此の水は土壌中に求むるものなるが故に土壌に水i嘉子輿ふる事ば此の

f、護味tc於で植物生長を助長する効果が大である。

(2)水の肥培的効果

同ーの土地に於てa年々牧穫を禦ぐる震には牧穫に依って共れだけ損耗する土地の肥効成分を補は

怠ければならない。耕地に於ては施胞に依って之を補填するが、草地は現在斯る集約註経替は行は

れてゐ~ぃ。故に一般草地は甚だ滑惑にして生産力極めて低位にあるが、濯71\せる草地の生産力が

極めて犬にして而も持綬性ある所以は、濯慨に依る土壌の化事的性質の向上に伴ふものであると考

んられる。即ち濯減水は概ね多少の溶解性立立浮遊性の有機質及び無機質を含有し之を犬地に濯ぐ場

合は其のー部は土地に吸収せられ或は沈澱して土壌に植物養料たる肥効成分を供給し、土壌の化事

的性質を向上せしむるものと思はれる。本試験地に於ける濯i既水の化事成分の分析は行はなかった

が、安田貞雄氏等に依って分析せられた結果に徴しでも共の肥効成分の合有は極めて少量である。

然し乍ち漉減水の量は莫大のものであって、共の含有成分のー少部分が土壌に吸牧せられるとして

も其の量は蓋し相賞のものであらう。此の港紙水量に付いて Dunkelberg民は 1ha.賞一日の港海水

量は資にl.oOO-4.500ms(毎秒蛍 19-53]のであるとされ.He瑚氏の如きは 30.....8，Oltを要すると

嘗はれてゐる。斯様に港紙水量は莫犬のものであり此の濯j既水院含まれる肥効成分の効果は瀬著な

るものと思はれる。勿論他の諸原因との綜合結果によるとしても第4表に見られる通り連年産草量

はゴ的濯水直より多く就中春季に於て多きは 4.2傍に達するのは肥培的効果が主!たるものの詮左でお

ると盟、はる。

I--JI披匿の産草量とun披直産草量とを比較して見るに後者の産草量は前者より‘低位である。 こ，
れは期間的に謹減水量が少〈夫れだけ肥培的効果が少ない矯と思はれる。 これは第6表にも見られ

る所で即ち各直平均産草量は1"-1田区の順位である賠上述。理由を詮左するものと言へる。両して

同一立地、同一濯減期間にあるI--JI競直に於て概してI競直産草量の多いのも水路取入口に近い

関係上漉瓶僚件に恵れた関係であって共の標準偏差は師、{置と逆の順位である品亦前年降水量の

多かった年め翌年産草量も多い傾向にある骨要するに此等は総て港紙氷の肥培的効果を諮左ずるも

のでdうる」。

濯j既水の肥培的効果が主として春季産草量に影響する事は営然であるが、秋季産草量にも此の最多-

響は認められる所である。即ち1--自競直秋季産草量は非濯水障の夫れに比し平均 1.64傍であり.

m競置に於ても1.101i'fに相賞するのは、冬季濯慨に依って肥効成分がこと中に沈毅蓄積したものが、
秋季草生に影響する震であると見られる。 これが詮左として見られる事は勿論草生護育繁殖には共

の年の気象獄態、共他環境因子が支配するとしても、 1--園競直秋季産草量は阻強直秋季産草量主.
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り多い勲、春季産草量の多い年の秋季産草量も亦多い傾向にあり、この聞には '0=+0.89土0，017の

高次の相関関係が認められた。

(3)共他の効果

イ.濯概水は冬季冷却せる昼無と土壌との接鯛を防ぎて地湿の冷却を防ぎ春季草生開始を早から

しめる。(第4園参照)

ロ、亦土壌温度調節の効果は単に春季の生長開始を促進せしむるのみたらや有却微生物の活動力

を旺盛たらしめる。

ハ、土壌の迎撃性を向上して槌物根を容易に土中深く進入せしめ確資取る伸長を助け従って地主

'
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を促し草生を旺盛ならしめる。

点、草地に導かれたる水が一定の運動たず場合は大集中の酸素をi容解Lて土地に輿ヘ植物根の吸

を充分ならしめ且つ植物根より生やる排毒素を洗び去りて土壌反癒を中性に導く。

氷、滋i慨は土中より野鼠、土龍、焼、昆虫の幼虫等主駆除し、草地の嫌i感性離草(嫌漁性雑草は

〕般に飼料に不遁)を絶滅せしむる効果がある。

漉慨に依って産草量の増牧の園れる事は、以上の諸原因の綜合結果に支閉されるものであると，思

はる。

VI 摘 要

(1)本試験は水掛採草地に優良牧草の人工播種を行ひ、共の草生改良之盟Qを目的として行った

もので、ある。

(2) 試験直を 5 匿に分ち T---目披直迄を 11 月 1 日~翌年 5・月末時、 11験酌 2 月1. 13~5 月末

日迄の濯i既方法を執り、 V競置は漉慨を行はす=封象国とした。此ttJ・反歩営lfl封度の割合を以てオ

円チヤ戸ド@グラス (DactylisgIomerata. L.)を昭和11年9月撒播し所定のr1li.慨を行ったd

ぐ3)播種後の植相の推移は、播種翌年の昭和12年春季には各直共頻度は 40%以下であったが、昭

和13年春季に於て濯概置は70;f.6以上となり、昭和14年以降陀於ては85%以上の頻度を示し、r........，盟強
置に於ては殆んεこれが頻度は愛化ずる事詮く繁殖の極左見られる。オ{チヤ戸ド@グラスの繁殖

に従って在来草種教は減ビ就中不良草種であるマダイワウは、 オ戸チヤ戸ド@グラス播種後、5年間

には全く根絶され、 此に反し封象直たる非濯水i{陀於ては、 調査終了年迄40%以上のオ戸チヤ戸

t" .グラスの繁殖は見られ加のた。市して私季頻度を見るに濯水直は春季刈取後非溌水直同様の

環境陀在るに拘らや昭和14年以降 1"""目競置は80%以上、 i町競ldIに在りても 70%以上の頻度を示し

た。之を要する陀漉i既陀依って原野人工播種は好結果を得るものと言以得る。裁象B置は秋季40.9'J以

下であって、昭和16年陀は 20~ぎに低下し、 I1漸次在来種に塵倒される傾向がある。

(4 )弐陀産草量陀付いて見る陀液減寓は播種前に等しい所の牧量を翠げ且つ草種の改良が出来た

のであるから、'央れだけ利用債を高める事が出来たものと言へる。亦漉i概匿に於ては春季産草量が

多けれぽ秋季産草量多く、此の間には o=十 0.89主0.017の祖朗々係が認められた。而して主水路

取入口陀近い筒所程産草景が多い傾向にあるから園地全面に均等の濯1慨を行ふ必要があるo 漉j既開

始期の早いI........，m競I瓦はIUI競1高より産草量が多いのも漉概効果の詮左であるから、努めで漉j銑水利

上他に支障のない冬季漉慨は11月上旬に始める方が得策である@

(5)水掛採草地に於ては、牧草の人工播種は可能であり、播種後事年目には播種革種は、在来草

種と置換の上極相を呈し、共の産草量は非漉瓶草地の 2--8倍強に期待出来得る。
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